
を、
月
末
ま
で
に
は
最
後
皇
暑一
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中国情携について中嶋嶺雄・東京外語大教授が講
演じたこ佐賀政経懇話会＝ホテルニューオータニ佐
賀

党
独
裁
崩
れ
る
恐
れ
も

知
器
中
国
問
題
で
講
演

佐賀政懇
8月例会

佐
賀
政
経
懇
話
会
（
佐
賀
新
聞一
中
嶋
氏
は
今
回
の
天
安
門
事
件一
矛
盾
が
あ
る」
と
中
嶋
民。

社
主
催）
の
八
月
例
会
は
二
日、一
の
背
景
に
は
社
会
の
現
状、
政
治一
一
こ
う
し
た
中
国
共
産
党
の
古
い

佐
賀
市
の
ホ
テ
ル
こ
ュ
1
オ
l
タ一
体
制
へ
の
民
衆
の
強
い
不
満
か
あ一
体
質、
貿
易
の
落
ち
込
み
と
財
政

ニ
佐
賀
で
開
き、
中
国
問
題
の
第一
っ
た
と
指
摘。
具
体
的
に
は
①
経一
の
喜子、
イ
ン
フ
レ
の
高
進
な
ど

一
人
者
で
東
京
外
国
語
大
学
教
授一
済
成
長
を
上
回
る
人
口
増
や
個
人一
経
済
の
現
状
か
ら、
中
嶋
民
は「
今

、
の
中
嶋
嶺
雄
民
が
「
中
国
は
ど
う一
所
得
の
低
迷
②
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ一
後
の
出
国
は
不
安
定。
こ
の
ま
ま

な
る
の
か〕
の
テ
1
マ
で
講
演。一
に
よ
る
経
済
の
混
乱
③
わ
い
ろ
と一
で
は
あ
と
五
年
と
も
た
な
い。
都

中
嶋
民
は
最
近
の
中
国
情
勢
の
本一
一
族
支
配
横
行
な
ど
共
産
党
幹
部一
小
平
の
死
後、
大
き
く
転
換
す
る

質、
六
月
四
日
の
天
安
門
事
件
の一
の腐
敗
ー
な
ど
を
挙
げ
た。

一
可
能
性
も
あ
る」
と
し、
「
日
窓
は

分
析
を
踏
ま
え1
「
経
済、
政
治
体寸
学
生
ら
は
中
ソ
首
脳
会
談
で、一
中
国
に
対
し
て
き
ち
ん
と
発
言
す

制
か
ら
み
て
将
来
の
中
国
は
厳
し→
引
退
し
た
は
ず
の
郵
小
平
が
な
ぜ一
べ
き。
今
回
の
あ
い
ま
い
な
態
度

く、
共
産
党
独
裁
が
崩
れ
る
恐
れ一
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
と
会
談
す一
を
多
く
の
中
国
人
が
指
弾
し
て
い

さ
え
あ
る」
と
見
通
し
た。

一
る
の
か、も
と
長
老
支
配
を
糾
弾
し一
る
と
と
を
知
ら
ね
ば
な
らな
い」

（
3
面
に
講
演
要
旨）
一
た
が、「
そ
こ
に
こ
そ
今
の
中
国
の一
と
指
摘
し
た。

党独裁崩れる恐れも　中嶋・東京外大教授　中国問題で-1989.08.03
講演　佐賀新聞


